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① あいさつをしっかりしよう！
お父さん、お母さん、選手同士、いろいろな人たちに明るく元気よく大きな声であいさつ！
プラッツに居る人たちは、たとえ対戦相手でもサッカーの仲間です。
クラブでは握手を勧めているよ。恥ずかしがらずに握手をしてみよう。

② 時間を守ろう！
練習時、試合時、送迎予定時間、集合時間等を守りましょう。
遅れるときは必ず電話連絡！寝坊してもパニックを起こさずすぐ連絡してね。

③ 思いやりの心を持とう！
サッカーは団体競技、１人ではできません。仲間、対戦相手に思いやりをもって接しましょう。
仲間を大切にして、そして新しい仲間をたくさん作ってね。

④ 自分のことは自分でしよう！
練習用具等の準備、片付け、遠征時の準備、学校等の準備。自分の事は自分でできるよう
にしよう。

⑤ 学校とサッカーの両立をしっかりしていこう！
勉強、学校での活動をまず第一にしっかりやろう。プラッツの中に来たらサッカーに切り替え、
生活にメリハリをつけよう。

⑥ 目標を持ち最後まであきらめず努力しよう！
自分自身で「もうできない・・・」「もう無理・・・」と限界と満足の線を引かないようにしよう。
上には上がいること、そして君たちの可能性は無限にあることを信じて努力しよう。

新年度になり一ヶ月が経とうとしています。
とても温かい日と感じていた次の日には冷たい雨…不安定なお天気ですが、みなさんはどうお過ごしで

しょうか？新たな環境で自分らしく頑張っていますか？
心得にも書いてあるように、挨拶をする。時間を守る。思いやりを持つ。自分のことは自分で。と、当たり
前のことが書かれていますが、当たり前のことを当たり前のようにするということは難しいことです。
しかし、どれもやるべきこと…一つでも出来ていないなと思うことがあれば今から始めてみよう！

そして、最後に書いてある最後まで諦めないで努力する。「自分でもうここまでだ」と決めつけてはいませ
んか？何事もやるならとことん！そうすれば、みんなの夢・目標は現実になると思っています。
必死にやっていれば必ず応援してくれる人も出てきます。今年度も充実した日々を送ろう！
【保護者の皆様へ】

我々指導者は一日の中で短い時間しか子供に関わることは出来ません。しかしその限られた時間の中でも
サッカーの事やサッカー以外の事を少しでも多く伝えていけたらと思っております。
今年度もご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。



平成22年度４種（小学生）最初の公式戦

『第38回山梨県春季少年サッカー大会』が4月
18日に開幕。ジュニア6年生から U-12とSCの

2チームが参加しました。ノックアウト方式
で行われており、初日U-12は3回戦へ進出。SC
は1回戦を勝利したものの2回戦で敗退。残念。
U-12は、25日長坂総合Ｇにて八ヶ岳グランデ
（10:00K.O）と対戦します。
SCの分まで頑張ろう！！

GOAL． Vol．117
もうすぐ５連休のＧＷですね。
Ｊｒ．ユースの選手達はほとんどサッカーです。
ジュニアの選手達も試合があると思います。
でも、お父さんやお母さんにどこか連れて行って
もらいましょう☆色々な所に行くのも良い経験。
まだ、予定が決まっていないと言う君！
サッカーの予定を確認して、自分からお願いし
てみたらどうかな（＾0＾）きっと喜んでどこか

連れて行ってくれると思うよ☆
お土産話をコーチ達に聞かせてね！

お迎えについてのお願い…

いつも子供達のお迎え有難う御座います。
残念ながら最近、路上駐車をしている車が大変
多く見受けられます。
我々も注意をしたくはありません。
された方も良い気分にはならないと思います。
近隣の方々にも大変迷惑になりますので、
路上駐車は絶対にしないようお願いします。
フォルトゥナの駐車場は坂道を上がる手前にも
ありますので、そちらで待機して頂いても構い
ません。
お忙しいとは思いますが、ゆとりを持ち譲り合
いをよろしくお願いします。

JFA育成コーチ養成プロジェクト
海外研修in フランス

3月17日から31日まで、日本各地域から推薦されたコーチの
方々15名と共に、痛めた足を引きづりながら、フランスでコ
ーチ研修を行ってきました。JFA福島アカデミーの見本となっ
ているクレールフォンテーヌ、松井選手のいるグルノーブル、
そして現在チャンピオンズリーグで活躍しているリヨンの3箇
所を基点に育成年代を中心に視察、実技、講義と分刻みで動
き回りました。14歳までは日本の選手とはそう差はつかない
が、15歳16歳と、年齢が大人に近づいていくと完全に差がつ
いていく要因はどこにあるのか？ その差をこの目でしっかり
見てきました。
◆一貫指導の確立 日本でも一貫指導とは言ってはいるものの
本当の一貫指導というものを見せられた。

◆指導者のかかわり方 指導のフィロソフィー
『植えた人に、魚を与えるか、魚の釣り方を教えてあげるか』
日本でも指導者講習会等で伝えていることではありますが、
あらためて大人のかかわり方の大切さを感じた。

◆リーグ戦の意義 週末の試合を大切にそして、勝つことを
目指すためにウイークデーのトレーニングがすごく大切！

＊この続き詳細は、クラブハウスに資料をおくので参考に！

JA全農杯ﾁﾋﾞﾘﾝﾋﾟｯｸ2010小学生8人制ｻｯｶｰin関東が、3月20日～21日
千葉県成田市で開催され、4年ぶり2回目の関東大会へ出場したジュニア
5年生U-12は、健闘及ばず3位パート準優勝で大会を終了しました。
1位パート優勝は、予選L同組だった川崎フロンターレU-12。2年連続関東
代表として全国大会へ駒を進めました。

残念ながら結果は出ませんでしたが、関東の強豪チームとの対戦で得
るものは多く、４試合６得点した内容は、成長を感じさせるものでした。
関東大会での経験や実感したことを次のステップへ向け活かすために、
これからどう行動・表現していくかが重要です。更なる進化を期待して
います。ご声援有難うございました。

http://www.cocacola.co.jp/
http://www.k2103.ecnet.jp/
http://www.otsuka.co.jp/
http://www.keicars.jp/

